



























質，特に 131 I，134,137 Csなどの揮発性元素が環境に降り注ぎ，空気，大地，海の自然環境が，そして飲料
水，農畜産物，海産物などが汚染され，住民の避難，被ばく不安など破局的災害となった。昨年度末に
政府はStep 2（原子炉の冷温停止状態）まで一応完了したと報道しているが，避難住民は故郷に帰れず
いまだ事故終息を見通せない状況が続いている。できるだけ早い原子炉事故の終息と，被ばくをできる
だけしない工夫，汚染地域の除染が緊急の課題となっている。
本講演では，放射能・放射線について理解が深まることを願って，1）放射能・放射線とは？，2）原
子力発電ではどのような仕組みで発電し事故が起こると何が問題になるのか？，3）今回の事故による
環境放射能汚染の実態と今後の問題点などを述べたい。
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